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１ はじめに  

 小樽市小学校長会は、市内 17 校の校長をもって

構成されている。本会は、これまで、小学校長会重

点目標と小学校長会重点施策の実現を活動の中心

に据えながら、小樽市中学校長会との連携の下、組

織的取組を進め、成果を上げてきた。とりわけ「校

内組織の機能化」「ＧＩＧＡスクール構想の実現」

「小中一貫教育の推進」「人材育成」「業務改善」

「教育ＤＸ」に焦点を当て、現状を分析するととも

に目標や方針を共有し、足並みを揃えて学校運営の

改善・強化が図られたことは大きな成果である。ま

た、通知表の改定に向けて、協議・検討し、その方

向性を見いだすことができた。 

今年度は、全ての小学校で、教育ビジョンに「教育ＤＸの推進」を位置付け、予測困難な時

代を生きていく子どもたちに必要な資質・能力を育むために、学び続ける小学校長会としての

本領を発揮し、本市における「これからの時代に対応した学校教育」の確立を目指す。そのた

めに一致協力して邁進し、本市はもとより北海道教育のますますの発展・充実に資するべく、

研究･研修活動に取り組んでいる。 

 

２ 研究計画 

⑴ 重点施策  
・教育 DX の推進による『これからの時代に対応した学校教育』の確立 

⑵ 研究組織 

・専門部を組織部・厚生部・研修部の３部会編制とし、研究活動を推進している。 

 

３ 研究活動（各専門部の活動）  

⑴ 組織部 

子どもが安心して日常生活を送ることのできる安全な環境をつくるため、小・中・高校及

び関係諸団体などとの連携を密にし、子どもたちの健全育成並びに教育環境の充実や組織強

化と学校経営の改善に資する業務推進に努める。  
 

① 小樽市小学校生活指導委員会に関する業務  
② 小樽市学校生活協議会に関する業務 

③ 小樽市ＰＴＡ連合会、北海道ＰＴＡ連合会の事業に関する連携協力 

④ 小樽地区教育経営研修会（小学校主管）に関する業務 

⑤ 道小調査関係に関する業務 など  
 
 

 

令和６年度 小樽地区の研究活動 
 

研修部長 小樽市立山の手小学校    

校長 伏 間 公 洋   

◇令和６年度 小樽地区教育経営研究会◇ 



⑵ 厚生部 

小樽市小学校長会の方針に基づき、学校給食及び学校保健・安全の向上を図るとともに、

会員及び教職員の福利厚生の充実と親睦に努める。  
 

① 会員相互の親睦に関すること  
② 学校給食関係諸機関との連携及び学校給食の向上への寄与 

③ 学校保健・安全関係諸機関との連携及び学校保健の向上への寄与 

④ 福利厚生及び関係機関との連携に関する業務 

⑤ 業務内容に係る調査及び研究に関する業務 

・ 小樽市学校給食運営協議会      ・ 小樽市学校給食検討委員会 

・ 小樽市学校保健会          ・ 小樽市定期健康診断会議  
・ 小樽市小中学校結核対策委員会    ・ 小樽市保健所運営協議会  
・ メンタルヘルスセミナー事業推進会議 ・ 小樽市教職員体育大会推進委員会  
・ 小樽市青少年センター運営協議会委員 など  

  

⑶ 研修部 

全連小・道小の研究課題との関連において、研究テーマを設定し、本市の実態と学校教育

上の課題を踏まえ、校長の果たすべき役割と校長としてのリーダーシップの発揮はどうある

べきかについて研究を進める。 

 

＜研究テーマ＞ 

「健やかな体を育むカリキュラム・マネジメントの推進における校長の役割と指導性」 

＜研究の視点＞ 

◇ 豊かなスポーツライフを送る資質･能力の育成につなげる教育活動の推進 

◇ 家庭や地域等と連携した健康で安全な生活を営む実践力を育てる教育活動の推進 

    ＜研究計画＞ 

１年次（令和４年度） 実践交流  

２年次（令和５年度） 課題及び改善方策の交流・実践交流と検証 

３年次（令和６年度） 共同実践と実践交流 

４年次（令和７年度）  実践のまとめ・発展 

 

 ４ まとめ 

今年度は、第 67 回北海道小学校長会教育研究 空知・岩見沢大会において、「健やかな体の

育成」に関する小樽市小学校長会の研究２年次目として、体力・運動能力向上や運動習慣の定

着、生活習慣の改善を目指した共通実践を全道に発信し、大きな評価を得ることができた。 

また、小樽市校長会テーマ「自走」と「共走」の下、「自走へのマネジメント」を重点目標

として掲げ、小樽市小学校長会全体で共通実践を行い、令和の日本型学校教育の構築に向けた

取組や生かし高める人材育成、組織的な校務推進等に取り組むことができたことも大きな価値

があることと捉えている。 

一方で、「『令和の日本型学校教育』を担う質の高い教師の確保のための環境整備に関する

総合的な方策について（答申）（中教審第 251 号）」を受けた具体的な学校改善に向けて、強

いリーダーシップを発揮していくことも重要である。 

小樽市小学校長会は、今後も本市の学校教育に関する課題に対し組織一体となって粘り強く

その解決に向けて取り組み、学校改善に資する研究活動をオール小樽・チーム小樽で推進して

いきたい。 


